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１．研究計画の概要
自閉症・アスペルガー症候群など自閉症ス

ペクトラム（ASD）は，表情からの感情理解
や言外の意味理解が困難であることが多く，
社会性認知に関わる障害および言語・非言語
情報の統合・処理過程における脆弱性による
ものと考えられている．自閉症の顔認知に関
わる局所的な脳機能異常は，非侵襲的脳機能
画像法によって主に研究されており，顔に対
する特異的反応が健常児・者と同様に認めら
れる一方，顔倒立効果や視線処理，顔の既知
性認知の異常も報告されている．

本研究では，自他識別，表情，視線による
事象に関連した脳電位（EEG）の検討を主に
行い，健常小児から中学３年生（15歳）まで
の脳機能的な定型発達を明らかにすること
と，発達障害のうちとくに顔認知が目立つ自
閉症におけるコミュニケーション障害の解
明と顔認知の特異性がもたらす二次的障害
の予見を目指す．さらに，幼若期の脳損傷が
もたらす顔認知の異常とその修復機転につ
いても，明らかとしていく．その際，事象関
連脳活動における周波数解析や近赤外線分
光法による脳血流解析を併用し，様々な時間
軸での脳機能解析をおこなう．

２．研究の進捗状況
平成 20 年度は，定型発達児における脳機

能データ収集のため，研究プロジェクトの準
備（研究協力者や被検者のリクルート，機器
の選定，検査プロトコルの決定など）と被検
者への協力依頼を行い，検査内容について調
整を進めた．

検査プロトコルは，顔認知の異常をともな
う小児疾患や発達障害の要因について研究

動向を整理したうえで，顔認知あるいは表情
の表出の際に生じる，記憶照合，意味処理，
感覚運動調節，モニタリング，フィードバッ
クの過程について，顔情報が伝える感情や意
味，場面に応じた態度，行動など「こころの
理論」に反映される社会性スキルについての
理解を評価するパラダイムに決定した．また，
周辺の療育センターや教育機関，所属機関で
の講演やソーシャルスキルトレーニングな
どの臨床サポートを通じて，円滑なコミュニ
ケーションを支える社会性認知と顔認知研
究の重要な関連性についての啓蒙活動に努
め，研究協力者と被検者のリクルート体制を
築いた．

平成 21～22 年度は健常成人を対象に，①
自他識別における脳波の周波数特性を検討
し，②顔の見方が顔認知に関わるかについて，
視線と脳血流変化の同時記録を行った．刺激
は顔静止画（自己顔，既知顔，未知顔，ノイ
ズ画像，物画像＝標的）あるいは自己顔から
他者顔に変化するモーフィング映像であり，
脳波周波数パワー変化や前頭部脳血流変化
を検討した．右側前頭前野では，他者顔より
も自己顔認知時にベータ帯域事象関連同期
現象反応が400～800ms区画において有意に
増加することが見いだされ，自己顔モーフィ
ング条件（自己→他者）で，右側の下前頭回
周辺部の血流増加が著しいことも明らかと
なり，右前頭部の重要性が示された．

また，定型発達小児，高機能自閉症スペク
トラム男児を対象に，顔画像を見ているとき
の事象関連脳電位記録に着手した．検査プロ
トコルには，顔の意味情報処理（自他識別，
個人の特定）過程を評価するパラダイムを用
いている．定型発達女児ではいずれも自己顔，
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既知顔，未知顔の順に P300 成分の振幅が減
衰することが判明した．定型発達男児も概ね
同じ傾向を示したが，自己顔よりも既知顔に
対して顕著な振幅増大を示す児（5 例）も認
められた．一方で自閉症スペクトラム児は，
顔の種類による P300 振幅の有意差はなかっ
た．

３．現在までの達成度
②おおむね順調に進展している．

健常成人ならびに定型発達小児と高機能
自閉症スペクトラム児の自他識別における
脳機能評価を進めることができて，視線の客
観的評価を交えた知見を見出した．機能的
MRI 研究で示される右前頭部機能が自他識
別に極めて重要であることを，非侵襲的脳機
能計測法により明らかにした．このことで，
自閉症スペクトラムの病態解明につながる
データを得たものと判断される．

４．今後の研究の推進方策
集団生活や社会生活場面に適切な対人行

動スキルの獲得を目指す，ソーシャルスキル
トレーニングプログラムあるいはその他の
介入法を受けている自閉症スペクトラム児
の介入前後におけるデータ収集を目指して
推進していきたいと考える．顔表情の認知に
焦点をあてた非侵襲的脳機能研究も進める
べきと思っている．

臨床面での今後の貢献のために，本研究で
検討している顔認知に関連する非侵襲脳機
能測定法を広く適用し，既知性や愛着などの
他者理解に改善がみられるか否かを含めて，
発達障害児におけるコミュニケーションス
キルの状態把握およびソーシャルスキルト
レーニングを含む各種介入前後における効
果判定のマーカーとして有用であるかを検
証する．これらの有効性について，一般社会
に対して，あるいは発達障害児を持つ保護者
や関係機関に提案していきたい
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